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１．はじめに
看護学部１年次終了前に行われる基礎看護学実習
Ⅰは，１年次生にとって初めての病院実習の場であ
る。病棟で実際に行われる看護の現場を体験し，１
年次に学んだ知識と技術を統合して成果を発揮する
貴重な機会となる。１年次生は教養科目の他に，解
剖生理学，薬理学，生化学，臨床心理学などの専門
知識の基礎を学びつつ，看護学概論の講義や看護学
理論演習の授業により看護学の基礎を学ぶ。学内の
基礎看護学領域の講義と演習においては，基礎看護
学実習Ⅰの臨地実習を意識して看護職者としての基
本姿勢を学び，将来の看護職者として必要な知識と
技術の習得に励むよう学生の意識啓蒙と個別指導が
教員により常に行われている。
良い看護職者になるためには，知識や技術の習得
だけでなく人間的な成長が必須であり，それは他者
との様々な相互関係の中で育成されてゆく。個々の
教員と学生との関わりの中で，学生の看護の学びに
対する思いや姿勢を教員が受け止め理解する機会が
多々あり，講義や演習を通じて学生が少しずつ人間
的に成長していると実感する場面もある。学生と教
員との関わりだけでなく，学生同士，また周りの人々
の関わりを通して，学生の考え方，態度，言葉使い，
学習への取り組み方等が成長していると見受けら
れ，人間同士の相互作用が学生の成長に及ぼす影響
の大きさがうかがえる。
基礎看護学実習Ⅰにおいて，学生たちは臨地の患
者や現場の看護師，医療職者，そして病院内の様々
な職種の人々と関わりを持つことになる。また，臨
床以外の場においても，学生間や家族やその他の周
りの人々との様々な関わりがもたれている。実習前
に掲げた自己課題到達のための取り組みだけでな
く，新たな課題の発見や自己の振り返りが，個々の
学生の中で行われる。
感謝文の作成により，個々の学生が実習中の自分
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ABSTRACT
This study aimed to examine to what extent first year nursing students perceive interpersonal re-
lationships and promote feelings of gratitude, and to explore the direction in nursing education envi-
ronments for first year students to develop interpersonal skills.
After clinical practices in the ward, a letter of gratitude was written to express the feeling of
gratitude to which first year nursing students encountered during training. Content analysis was ap-
plied on the writings of１１ students who agreed to participate in this study.
Three main categories, such as clinical experience on the ward, support to overcome challenges,
and living support, were extracted through the analysis. During the clinical practice, students were
supported not only by teachers and staff nurses but also families, friends, and patients. Teachers
were the most frequently thanked for the practical advice for the challenges. For patients, many ex-
pressed feelings of guilt about their insufficient clinical knowledge and skills were mainly stated, and
only one of them expressed gratitude.
By expressing the feeling of gratitude in the letter, each student reflected positively on experi-
ence of clinical training and interpersonal encounters to strengthen the motivation for further clinical
practice on the ward. The process of building positive interpersonal relationships with others and de-
veloping a positive attitude for further study was demonstrated.
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を振り返り，他者との関わりを見つめなおして感謝
の思いを文字で具体的に表現することのできる重要
な機会となりえる。臨地実習終了後の感謝文を実習
評価対象となる実習レポートと別にすることによ
り，学生が評価を気にすることなく自由に記述でき
る。成長のために支えて下さった人々への感謝とし
て表現している文章を分析することによって，基礎
看護学実習Ⅰの期間中における他者との関わり方を
把握し，１年次生が「他者に支えていただく」とい
う経験をどのように捉えているかを知る事ができ
る。看護学生のこれらの思いを深く理解し，教員が
しっかりと受け止めることは，看護学生にとって初
めての臨地実習である基礎看護学実習Ⅰをより充実
させていく重要な要素となることが期待された。
文献検討
看護学生の臨地実習時の対人関係における研究で
は，患者との関係，学生自身の看護観，また，臨地
実習での看護教授法等に関する研究１）７）８）９），が中心で
あるが，近年では患者や臨床指導者だけでない他者
との関わりに焦点を置いた調査２）５）８）１０）１２）が行われはじ
めている。学生の多くが青年期の成長期にあり，将
来の看護職者としての人格形成には実習場面の対人
関係だけでなく，日常の生活場面を含めた対人関係
の中での成長が影響していることが注目されてきて
おり，更なる調査が必要とされている。
感謝の気持ちを持つこと，または感謝を表現する
ことは，哲学史においては人を理解し人間関係を構
築し，社会を円滑に動かす基盤となると考えられて
きた１４）。感謝の気持ちに関する海外の研究において
は，感謝という感情が対人関係や社会性，個人の生
活及び健康状態にもたらす影響について調査が行わ
れてきた１３）１４）１５）１７）１８）１９）。Bartletらの近年の調査では，
感謝の感情が対人関係の構築を促し，社会性を高め
る役割を果たしていることが報告されている１３）。
Woodらの研究では，対人関係や社会性の向上だけ
でなく，個人の生活においても感謝の感情を持つこ
とで日常の様々な場面を肯定的にとらえ，健康状態
を高める大きな要因となっていることが報告されて
いる１９）。これらの研究においては，感謝の気持ちは
個人の成長発達に有効な影響をもたらす肯定的な感
情として位置付けられており，感謝の気持ちを思い
起こし，言葉や行動で感謝を表出することによって
影響が高まる傾向が高い事が明らかにされている。
感謝をもつことの肯定的な影響力については，国
内においても調査研究がおこなわれている。佐竹の
大学生とその親を対象としたアンケート調査におい
ては，感謝を記述することによる気づきの促進がみ
られ，感謝に関わる場面を思い起こし，改めて感謝
する心を認識することの効果が認められた７）。奥山
らや斉藤らの研究では，看護師達が感謝の気持ちを
もち，また他者から感謝を受けることにより，充足
感や達成感が高まり，職場での対人関係の向上へと
つながることが報告されている３）６）。奥山らの事例で
は，病院内において感謝カードを作成し，看護職を
含む職員が笑顔の練習をして意識的に職場で感謝の
表出を行うことで，人間関係が向上し職場環境の改
善がみられた。ただ個人で感謝の気持ちをもつだけ
でなく，それを表出することの重要性が示唆されて
いた６）。
２．目的
基礎看護学実習Ⅰにおける学生がどのように他者
と関わり，感謝の気持ちをもつかを知ることによ
り，看護基礎教育における学生の対人関係構築への
理解を深め，今後の基礎教育における対人関係構築
能力育成の方向性を探る。
３．研究方法
研究対象は，基礎看護学実習Ⅰにおいて４日間の
病院臨地実習を行った看護学部１年次生の感謝文と
した。感謝文は実習を振り返り期間中に支えて下さ
った方々に対する思いを自由記述にて記載する旨を
説明し，実習終了後学生に提出してもらった。研究
期間は平成２２年３月～５月であった。
研究に同意し協力を得た１１名の学生の文章を対象
として内容分析を行った。内容分析（content analy-
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sis）は，社会科学分野においてマスメディアやコ
ミュニケーション研究で主に用いられてきた分析手
法で，インタビューの分析によく用いられている。
現実の事象に関わり，事実を探索し，予測を行う実
証的手法として発展してきた研究手法である１６）。感
謝文は，文章ごとにデータとして整理し，コード化，
カテゴリー化を行った。カテゴリーから主要テーマ
を見出し，名称をつけた。データは研究者全員が注
意深く読み込み，各コード，カテゴリー，及びテー
マの名称については，全員で協議した上合意に基づ
いて決定した。
倫理的配慮：
本研究は四国大学倫理委員会において承認をうけ
た。研究の実施にあたっては，実習オリエンテーシ
ョン終了後本研究に関する説明文書の配布および内
容の口頭説明を行い，学生の協力を求めた。協力を
しなくても，学生に不利益が及ばないことを十分に
説明し，意思表示を提出文書にて行うよう説明し
た。意思表示は，感謝文の備考欄に印刷された，「同
意します」または「同意しません」のどちらかに○
印をつけることとした。
提出感謝文には提出者の個人名，性別は記載せず
自由記述とし，宛先として個人名はあげずに一般名
称を用いてもらった（例：家族へ，看護師さんへ，
友人へ，等）。提出者が実習上知り得た個人情報（所
属先，病名，症状等）が記載されている文書は削除
する事とした。分析に使用する文書は研究者が鍵の
かかる保管庫に保存し，研究終了後に破棄する。
４．結果
最も多く感謝の対象となっていたのは担当指導教
員（７名），次いで病棟看護師（６名），受持ち患者
（３名）であり，その他は実習グループの仲間（３
名），実習グループ以外の友人（２名），病院（２名），
母親（１名），学校（１名）等が挙げられていた。
感謝文の分析からは，「臨地実習経験」，「実習の不
安や不満への解決」，「精神的支援と生活の援助」，
という３つのテーマが以下のように見出された。
１）臨地実習経験
病棟で実際に患者と向き合い，看護ケアと手技を
学んだ事が一番大きなテーマとしてあがった。カテ
ゴリーとしては，「実習体験の機会が与えられたこ
と」，「実習現場での親身な応対」，「患者へのケアの
見守り」，「技術とケアに関する指導」，の４つあげ
られていた。
「実習体験の機会が与えられたこと」のカテゴリー
の中では，病院や患者に対して感謝が述べられ，実
際に患者にケアをさせていただいたことを貴重な経
験としてとらえ，実習体験の喜びが表現されていた。
指導していた担当教員や病棟看護師は４つのカテ
ゴリーの主な感謝の対象となっていた。初めての病
棟実習現場での緊張と，学内において友人同士で行
う練習ではなく患者に実際に行う手技の違いに戸惑
っているところを，指導者達に見守られ，適切な助
言を受けつつ実習を行えた喜びが表現されていた。
しかしながら，「手際が悪く患者様にも，看護師に
も迷惑をかけたが優しく見守ってくれた」，「何も分
からずどうしていいかわからなくて迷惑をたくさん
かけてしまった」等の記述にも見られるように，自
分の技術の未熟さを認識し反省する表現がみられ
た。
２）実習に対する不安や不満の解決
学生達は実習期間中に様々な不安や不満を抱え，
その解消法を模索しながら，周囲との関わりの中で
支援を受けることにより問題への解決に結びつけて
いた。カテゴリーとしては，同じ実習グループの学
生または別グループにいる友人との「悩みの共有」，
「意見交換」，そして教員が対象となった「不安や
不満の受け止め」という３つのカテゴリーが挙げら
れた。
「悩みの共有」のカテゴリーの中では，「自分だ
けでなく，みなそれぞれ初めての実習で戸惑って悩
んでいるのだと知ることができた」，等の記述がみ
られた。実習中に日々経験する様々な悩みをその場
で共有することによって，他の人も同じような思い
をしていることを知って不安を軽減させ，仲間に対
して連帯感を深めていた。
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「意見交換」のカテゴリーでは，「カンファレン
スを通じて不安を訴えることで悩んでいたことを解
決できた」，「不安だったが友人と意見交換すること
でがんばろうと思うことができた」などが記述され
ていた。同じような悩みを持つ仲間と意見交換する
ことにより，お互いの問題をより具体的に理解する
こととなり，協力しあいながら問題解決の方向性を
見出す過程が述べられていた。
教員が対象となったカテゴリーは「不安や不満の
受け止め」となっていた。「迷っているときにアド
バイスをいただいた」，「不満があっても話を聞いて
くれた」，「自分の思っていたことを心おきなく話せ
た」など，友人たちが受け止めきれない不安や不満
については教員に相談し，ただ自分の話を聞いても
らう事や，問題について具体的なアドバイスを受け
るなどの支援を得ていた。また教員が学生の目の届
く場所にいることだけで，安心感を覚えて実習に取
り組むことができた事への感謝の記述もみられた。
３）精神的支援と生活の援助
実習の疲れと緊張を癒して毎日の励ましを受けた
相手としては，友人，家族，受持ち患者等が挙げら
れた。友人や家族については，「ただ一緒にいるこ
と」，「生活の世話をしてくれたこと」への感謝がカ
テゴリーとしてあげられた。友人への感謝として
は，「一緒にいてくれるだけで元気になれる」，「不
安を感じて実習に行くのがいやになったが，病院ま
での道を一緒に行きながら励ましあっていたので続
いた」等の記述があり，友人の存在が自分にとって
大きな励ましとなった経験が表現されていた。
家族に対しては「生活の世話をしてくれたこと」
のカテゴリーの中で最も多くの感謝の言葉が述べら
れていた。毎日の食事の世話に対する感謝の他，「毎
朝，声かけて送り出してくれて元気をもらった」「疲
れて帰ってイライラしている時はそっとしておいて
くれた」，「母がいなければきりかえできなかった」
等の記述があった。家族の何気ない普段の声かけや
生活の支援を受けることによって日々の疲れが癒さ
れていくことを実感し，家族の存在の大きさを認識
していた。
受持ち患者への感謝としては，「ベッドサイドで
の励まし」としてカテゴリーがあげられた。学生が
自分の拙いケアに不安を感じ，患者に迷惑をかけて
いるのではないかという心配を抱えながら接する
中，患者から「ありがとう」と声をかけてもらうこ
とで，大きな励ましとなった事に感謝の思いが表現
されていた。このような患者への具体的な感謝の記
述があったのは１件のみで，実習経験のテーマの中
で述べられていたように，患者に対しては未熟な技
術でケアさせていただいて申し訳ないという思いが
主に記述されていた。
５．考察
学生たちは感謝文の作成を通じて実習中のさまざ
まな人々との関わりの場面を振り返り，自分の受け
た支援を改めて認識し，他者と自分の関係を見直す
機会となっていた。
実習場面で直接学生に関わることの多い教員や看
護師が最も多く感謝の対象となっていた事から，学
生たちが初めての経験に非常に緊張し，不安を感じ
ながら実習に臨んでいたと考えられる。学校とは違
った環境の中で看護学生としての自分の能力を試さ
れる場面において，教員や病棟の看護師の指導がい
かに重要となり，精神的な支えにもなることが認識
されていた。
実習病院の中では，病院への感謝は述べられてい
たものの，看護師以外の職種が感謝の対象としてあ
がってこなかった。実習中には受け持ち患者のケア
に関わる検査技師，作業療法士や理学療法士等と接
することも少なくないが，１年次生の段階では，自
分ができる範囲のケアに直接関連していないもの
は，あまり印象に残らないと考えられる。
友人や家族への感謝の気持ちは，日常におこる
様々な葛藤や悩みを乗り越える前向きな力となって
いた。友人については感謝の気持ちで振り返ること
により，自分にとっての存在感の大きさが認識され
ており，悩みについて共感し，励ましあいながら実
習に取り組むなどの対人関係の構築がみられ，自己
の課題にむきあう向上心につながっていた。家族に
ついては，今まで当然のように受けていた日常生活
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の支援が見直され，自分が実習を乗り越えるために
いかに価値のあるものとなるかが実感されており，
日常生活の些細に見えるコミュニケーションや生活
支援の重要性への理解を深めていた。
病院で一番接する時間の長かった患者について
は，具体的な感謝の表現が極端に少なかった。ケア
をさせていただく機会への感謝とともに技術の未熟
さに対する反省の思いが主となっていたことから考
えると，患者に対して申し訳ないという感情が強
く，感謝の思いで肯定的に患者との場面を振り返る
ことができない葛藤があることが示唆された。反省
の思いを持つことで，学生が基礎看護学実習Ⅰの時
点での自分の能力を自覚し課題を明確にすることは
重要であるが，はじめての実習での患者との関わり
が肯定的な思いで振り返ることができることは，今
後の患者との対人関係構築にとって重要となる。
個々の学生指導において，患者とのコミュニケーシ
ョンを深める援助を含め，学生が患者に対して前向
きに関わることができるように対人関係の構築支援
を行う必要があると考えられる。
本研究では学生が自由に表現できることを意図し
て文章による自由記述の形式をとったが，文章作成
能力に格差がみられ，学生が感謝の思いを充分に表
現しえたとは言い難い部分が見られた。学生によっ
ては文章表現が苦手でも口頭表現であれば自由に意
見を述べられるため，今後の調査にあたっては口頭
方式を併用する必要が考えられる。記録やコミュニ
ケーション技術が重要となる看護職にとって文章作
成能力は必須である。看護学生は実習レポートだけ
でなく，演習や講義において様々な文書提出の課題
があり，要点をまとめ自分の考えを論理的に述べる
能力を養う必要がある。しかしながら，個々の学生
の能力格差は大きく読解力と表現力が不足している
学生も少なくない。日本の学生の国語力低下につい
て様々な論議がされており，文章作成能力低下が懸
念されている４）。国際的な学力評価とされている
OECDの国際学力査定では日本の順位は下がってき
ているものの，国際的には上位に位置しており，顕
著な低下としてとらえられてはいないが，政府の教
育課題として「言語活動の充実があげられ，レポー
トの作成や論述に重点がおかれている１０）。十分な表
現力で言語や記述による表出を行っていくために
は，国語力を養う取り組みを看護教育の中にも取り
入れていくことも今後視野に入れていかなければな
らないであろう。
６．結論
実習を終えた個々の学生が，感謝文作成において
感謝の思いを文字で具体的に表現することにより，
実習中の心の葛藤や思いを振り返り，他者との関わ
りを見つめなおす重要な機会となった。初めての病
院での実習に臨む際に，学生が指導者や他の学生ま
たは患者と関わりの中で，日々おこる様々な不安や
問題を乗り越え，「感謝」という肯定的な気持ちで
他者を捉えることにより，前向きに実習の経験を受
け止めていることが明らかとなった。実習指導者と
しては実習における学生の学習効果を高め人間とし
ての成長発達を支援することをねらいとして，個々
の学生の問題や状況に応じた指導ができるよう実習
体制を整えていくとともに，感謝の気持ちが表出で
きるように表現能力や文章作成能力を伸ばす具体策
を検討する必要があることが示唆された。
今後の課題
本研究は研究対象大学看護学部１年次生のみを対
象としており，抽出されたテーマを一般化すること
はできない。今回のデータ分析結果から，１年次生
における実習中の他者との関わりと相互作用の傾向
を把握することはできたが，感謝の気持ちをもった
ことが，実習後の学びにどのように生かされ，学生
の成長に影響を与えていくかを今後明らかにする必
要がある。継続的に調査を進めてゆくことにより，
看護学生が基礎看護学実習Ⅰにおいて，看護職者と
しての将来必要な知識・技術の修得とともに，人間
的な成長を志向し社会に貢献できる実践力を育てる
意欲を高める効果が期待される。
基礎看護学実習Ⅰを終えた学生の他者への感謝の気持ち
― ５ ―
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